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第 1４回 2026 年 8 月 (2 年目) 

8 月アカデミー活動報告書 

今回は四国から貴重な割当を頂き、活動してきました。 

 

 

 

、内田 RAI 
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初日の研修                     初日の試合前（雷雲 の影響で開始が４５分遅れました） 

  

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊まったホテルの玄関              振り返り 

 
 

 

振り返り                    振り返り 
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２日目の試合前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修参加審判員雷前列左４人が中国アカデミー生） 
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アドバンテージを適用して

攻撃を続けさせることがで

きました 

際どいタッチジャッジでしたが笛を使って 

主導権を握ることができました 

良いタイミングで効果的なノーファ 

ウルのシグナルができました 

 

 

争点が近すぎて正確に見ること

ができませんでした 
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オフサイドの見極め 

負傷の際の再開方法 

新競技規則の適応について 

更に審判員どうしの協力があると感じました。 
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今回運動量は良かったが、ポジショニングが悪かったです。特に後半は改善が必要と感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合序盤の危険なプレーへの対応。今回

とは別の対応が必要だったかなと感じ

ました。 

 

ベンチ対応。引き出しを増やしていきた

いです。 

 

新競技規則の適用試合でした。たくさん

の事象をみて、良い経験になり、理解が

深まりました。 
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アカデミー生の感想 

四国ミニ国スポ少年男子に参加させていただきました。1日目は集合して、研修をしました。テーマ

はこの大会から新ルールが始まるので、再会方法を間違えないためにというテーマでディスカッショ

ンをしました。私自身、新ルールは初めてで、試合中はいろいろ混乱すると想定し、どうしたら適用

ミスをしないのかしっかり話し合いました。初戦の主審を割り当てていただけたので、大会の成功の

ためと、自分の成長できるようにチャレンジしようと臨みました。最近の自分はDFラインのビルド

アップ中、相手 FWがチェイシングした時に、反応が遅く、事故した時に距離が遠いという課題があ

りました。この試合ではそれは良かったと思いますが、逆に FWにボールが蹴られた時に離されてし

まう場面がありました。もっと状況を見て、寄る、離れるの動きの頻度を高くする必要があると思い

ました。新ルールのところでは、スローインしようとしたタイミングで笛を吹いてしまい、選手に混

乱を与えた場面があったので、声も上手く使いながらしていきたいと思いました。負傷のところで

は、打ち合わせ通り、審判チームでアイコンタクトとサイン、声掛けでミスなく行うことができてよか

ったです。２日目の研修ではシグナルを丁寧に、キレイに見せるためにというテーマでディスカッショ

ンをしました。自分は体が小さいので、いかにシグナルで大きく見せるか考えていました。他の方と自

分の意見を共有したり、逆に聞いて、自分に取り入れられることを、チャレンジしてみようと思いま

した。２日目の試合では割当がなかったので両審判員をしっかり見学することができました。両試合

とも議論になる難しい事象があり、自分だったらこうすると他の審判員と話しながら引き出しを増や

すことができました。U-16 の元気のある試合で、さらに他地域の試合を担当することができ、オンザ

ピッチ、オフザピッチともに成長した２日間になりました。 

 

今回のアカデミー活動では地域によって異なるサッカー感について学ぶことができました。 

これまでは中国地域で多地域の方との関わりを多く行っていたが今回は実際に四国に行き、大会に参加

させていただいたことで中国とは異なるサッカーの空気感を感じることができました。 

今大会では新ルールの導入により審判員どうしの協力がより必要であり、試合の進行を止めない審判員

としての裁量がより必要になる改正であるように副審を行いながら感じた。 

常に主審とのアイコンタクト、コミュニケーションを大切にし、他の審判員にとってどのようなサポー

トが必要であるのかを具体的に考え取り組むことができました。 

四国地域の審判員の方は久しぶりの研修であるとおっしゃっていた中で審判員どうしの距離が近く日頃

からサッカー内外でのコミュニケーションをとても密に行っていることが試合でも研修でも感じ、中国

地域にはない距離感であると感じた。今回のような密なコミュニケーションを中国地域でも増やして行

くべきであるなと感じた。 

普段関わりの少ない四国の審判員の方と過ごすことができ、四国の特徴や課題などを聞くとこができ、

中国と似ている部分や異なっている部分など様々なことを学び感じることができました。中国地域には

なく取り入れるべきことを今後、中国地域に取り入れて行けるようにしていきたいです。 

 

今回はまず、基本の大事さを学びました。（今までたくさんの事を学んできましたが、基本の事を忘れ

ることがありました。（良い試合を作っていくには試合前からの準備だったり、試合中であれば、kickoff

だったり、シグナルだったり、試合の終わらせ方など基本に立ち返り、丁寧な対応をする事が大事であ

る事を学びました。（それと今回、試合でチャレンジした事は運動量を意識しました。70 分ゲームだっ

た事もあり、しっかりサボらず走る事を意識しました。（結果としては、しっかり走りきることができま
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したが、映像で振り返っても「その動き、スプリントいるかな？」と思う部分があり、課題の試合中盤

での運動量低下に繋がっているのかなと思うので、何を見にいきたくてそこに走るのかをしっかりと考

え、無駄走りを減らしていけばもっと楽にできるんじゃないかなと思いました。ボールにぶつかってし

まう場面もありましたので、常に集中してただ、動くだけではなく角度だったり距離感を意識して動い

ていきたいなと思います。（  

それと今回は初めて新競技規則を適用しての試合でした。初日は割当がなかったので、試合を見ながら

この場面はどうだろうなど、たくさんの話ができて、理解を深められる時間になり、とても良かったな

と思います。（  

他地域での活動で、日々の活動とは違う話だったり、ディスカッションでも今までない考え方だった

り、皆さんと交流する事ができて充実した時間を過ごす事ができました。 

アカデミー生だけではなく、四国のレフェリーと一緒に活動でき楽しい活動でした。 

 

今回の RAC活動では中国アカデミーのメンバーが四国のミニ国の研修に参加させていただきました。

アカデミーメンバーが全員割当をもらい四国という普段とは違う環境で審判活動を行えたことはとて

もいい経験になりました。またミニ国ということもありチームも白熱し普段の試合とは違う雰囲気の中

試合を経験できたこと、四国の審判員の方々と交流し様々な意見を交換できたことなどいつもとは違う

アカデミー活動でとても楽しかったです。この経験を自分の地域に戻って共有し、自分のレベルアップ

に繋げれるように頑張ります。また今回は新しい競技規則を適用しての試合でした。私にとって初めて

競技規則改正後の試合だったので不安な気持ちでしたが試合を無事に終わらすことができたことは良

かったと思います。しかし自分の中でまだ負傷者が出た時の対応雷1 分間フィールドから離れるなど）

が整理出来ていない部分もあったので適応ミスがないように振り返りながら整理できたらと感じまし

た。今回はこのような貴重な機会を作っていただき感謝でしかありません。この感謝を忘れずにこれか

らの審判活動に生かしていけたらと思います。 

 

次回は9月２６，２７日(＠福山)の予定です。 


